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都市大気リモートセンシングプロジェクト

Urban atmosphere remote-sensing project
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近年、大気汚染、都市型集中豪雨など都市域を中心にした環境影響や気象災害が懸念されている。都市域など人工構
造物が地表面構成を支配するような地域で、物質の輸送や降水現象の発生と関連する低層大気の収束・対流など、大気
境界層の詳しい振る舞い、とくに構造物が直接つくる乱流域（接地層）の上層から上の高度では従来、連続的かつ密に
観測する手段がなく、その理解がかならずしも十分とはいえなかった。
　われわれは、ドップラーライダーやウィンドプロファイラといった光・電波のリモートセンシング装置を都市域で

地上設置して、境界層から対流圏におよぶ風速場の把握、また究極的にはそれによる大気汚染物質輸送や集中豪雨の把
握・予測をめざして、観測技術・装置の研究開発と都市を中心とした観測実験を開始している。
　講演では装置開発の現状および昨年夏に得られた初期観測結果について報告する。


